


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































丑太郎 くめ むめ 久右衛門
麻生原村
加曽利平左衛門
女
本郷村
脇屋市郎左衛門
たか
女1
（本郷村
　脇屋家へ）
女2
（加茂村
　小幡家へ）
前原町
田宮弥兵衛
ませ
向郷村
権左衛門
すみ
たき
（
兵
右
衛
門
）
増
蔵 かつ
細野村
佐藤勘兵衛
こと
（きん）
浜荻村
滝口七郎左衛門
いよ
さだ
しな 10 永島勘左衛門孝友
（定五郎）
直蔵 茂市
（勘兵衛）
ゑつ
しほ 寅之助
（友之助）
勝太郎
柳城村
石橋平八
きく
こう
しん
大多喜紺屋町
西尾半兵衛
せい
てる かん良輔
虎次郎
隠居分家
分家新屋
清兵衛
天津村
渡辺家
秀三郎 国五郎
幸吉 大次郎
－5－
て
い
た
勝
之
助
の
妻
い
よ
も
、
勝
之
助
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
永
島
本
家
に
在
宅
し
て
い
た
。
勝
之
助
の
葬
式
は
亡
く
な
っ
た
翌
日
の
四
月
十
九
日
に
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
相
続
を
め
ぐ
っ
て
相
談
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
史
料
的
に
確
認
で
き
る
の
は
五
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
五
月
二
日
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
定
五
郎
の
存
意
書
や
一
札
で
は
、
両
親
お
よ
び
兄
が
生
前
に
申
し
置
い
た
内
容
（
次
節
で
詳
述
）、「
村
方
幷
郷
内
之
も
の
」
の
意
向
、
ま
た
「
御
上
様
ゟ
御
内
々
御
下
知
」
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
永
島
本
家
の
家
督
は
定
五
郎
が
一
旦
相
続
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
上
で
「
後
相
続
之
儀
者
兄
様
（
＝
勝
之
助
）
子
供
も
二
人
（
＝
さ
だ
・
し
な
）
有
之
候
得
者
、
何
れ
江
成
と
も
宜
も
の
見
立
相
続
」
さ
せ
、「
私
子
供
女
子
壱
人
（
＝
て
る
）
有
之
候
得
共
、
此
も
の
江
決
而
相
続
抔
与
申
儀
仕
間
敷
候
」
と
な
っ
て
い
る（７）。
勝
之
助
の
幼
い
娘
に
聟
を
迎
え
て
、
い
ず
れ
は
本
家
を
相
続
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
五
月
二
日
に
永
島
本
家
に
来
た
、
い
よ
の
父
で
あ
る
浜
荻
村
（
滝
口
）
七
郎
左
衛
門
は
こ
う
し
た
内
容
に
異
を
唱
え
、
永
島
本
家
の
家
督
に
つ
い
て
「
役
儀
幷
家
事
等
之
儀
子
供
（
＝
さ
だ
）
成
人
之
上
家
督
相
定
り
候
迄
、
役
向
者
定
五
郎
後
見
仕
、
家
事
等
者
分
家
茂
市
相
談
之
上
ニ
而
世
話
仕
候
筈
」
と
取
り
決
め
、
勝
之
助
の
長
女
さ
だ
が
「
十
三
四
才
」
に
な
っ
た
ら
聟
養
子
を
迎
え
て
家
督
を
渡
す
こ
と
、
そ
の
間
の
永
島
家
の
財
産
管
理
は
定
五
郎
が
担
う
こ
と
な
ど
を
定
め
た
「
儀
定
証
文
」
を
、
定
五
郎
か
ら
「
永
島
勝
之
助
殿
後
家
い
よ
」
宛
て
に
出
す
よ
う
申
し
入
れ
た
。
す
な
わ
ち
家
督
は
定
五
郎
ら
親
類
が
預
か
る
形
に
し
て
、
定
五
郎
に
相
続
さ
せ
な
い
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
定
五
郎
は
、
そ
う
し
た
状
態
が
一
・
二
年
の
短
期
間
で
あ
る
な
ら
認
め
る
が
、
さ
だ
は
ま
だ
九
才
で
あ
り
家
督
が
決
ま
ら
な
い
期
間
が
長
く
な
る
こ
と
、
ま
た
聟
養
子
に
よ
る
本
家
相
続
が
安
定
す
る
に
は
養
子
の
心
底
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
本
家
の
永
続
だ
け
が
親
類
・
村
方
一
同
の
願
い
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
岩
槻
藩
に
伺
っ
た
上
で
取
り
計
ら
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
七
郎
左
衛
門
も
定
五
郎
に
よ
る
家
督
相
続
を
承
認
し
、
さ
だ
に
聟
養
子
を
迎
え
て
家
督
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
い
よ
と
次
女
し
な
の
今
後
を
考
え
て
、
二
人
を
永
島
家
か
ら
「
引
分
レ
」
さ
せ
て
七
郎
左
衛
門
が
引
き
取
り
、
一
家
と
し
て
取
り
立
て
る
こ
と
と
し
た
。
い
よ
が
永
島
家
の
一
員
の
ま
ま
別
家
す
る
と
、
檀
那
寺
で
あ
る
水
月
寺
の
臨
済
宗
か
ら
離
れ
て
、
実
家
の
日
蓮
宗
に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
離
縁
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
七
郎
左
衛
門
は
、
次
女
し
な
を
連
れ
て
い
よ
が
永
島
家
か
ら
「
引
分
レ
」
る
こ
と
、
ま
た
養
育
金
一
五
〇
両
を
永
島
家
が
用
意
す
る
こ
と
を
明
記
し
た
一
札
を
定
五
郎
か
ら
受
け
取
り
、
五
月
四
日
に
浜
荻
村
に
帰
っ
た
。
五
月
八
日
に
は
七
郎
左
衛
門
が
、
六
日
に
浜
荻
村
に
戻
っ
て
い
た
い
よ
を
連
れ
て
永
島
家
に
来
訪
、
一
旦
は
認
め
た
定
五
郎
に
よ
る
家
督
相
続
は
不
承
知
で
あ
る
と
主
張
し
、「
お
い
よ
儀
者
後
家
ニ
而
家
主
仕
、
御
林
守
役
向
之
儀
者
打
捨
ニ
仕
、
万
事
帳
面
幷
鍵
等
之
儀
自
分
壱
人
ニ
而
所
持
仕
、
名
主
役
之
儀
者
組
頭
持
な
り
と
も
罷
成
候
様
、
又
私
幷
茂
市
両
人
ニ
而
十
日
替
り
成
十
五
日
替
り
成
と
も
日
々
内
通
勤
い
た
し
候
様
」
求
め
た
。
い
よ
が
後
家
と
し
て
名
前
人
と
な
り
、
永
島
家
に
つ
い
て
は
七
郎
左
衛
門
が
管
理
し
て
実
務
は
親
類
の
分
家
が
「
通
勤
」
し
て
担
う
、
名
主
業
務
は
組
頭
持
な
ど
と
し
、
林
守
に
つ
い
て
は
引
き
受
け
な
い
よ
う
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
定
五
郎
の
み
な
ら
ず
、
も
う
一
人
の
林
守
で
あ
る
菅
野
伴
次
郎
も
反
対
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
七
郎
左
衛
門
が
養
育
費
を
二
〇
〇
両
に
す
る
よ
う
求
め
、
そ
れ
は
「
欲
心
ニ
抱
り
」
良
く
な
い
と
菅
野
伴
次
郎
が
宥
め
る
な
ど
の
や
り
と
り
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
七
郎
左
衛
門
、
菅
野
伴
次
郎
、
脇
屋
市
郎
左
衛
門
（
上
総
国
市
原
郡
本
郷
村
居
住
、
妻
は
八
代
目
道
教
の
姉
妹
、
す
な
わ
ち
定
五
郎
の
義
理
の
伯
父
に
あ
た
る
、
ま
た
娘
が
茂
市
の
妻
）
の
合
議
に
よ
り
、
養
育
費
は
不
要
、
た
だ
し
い
よ
・
さ
だ
・
し
な
三
人
を
七
郎
左
衛
門
が
引
き
取
り
、
さ
だ
が
十
三
四
才
に
な
っ
た
ら
永
島
家
に
戻
す
と
い
う
条
件
を
七
郎
左
衛
門
が
提
示
し
た
。
定
五
郎
は
刻
々
と
変
わ
る
内
容
に
、
す
ぐ
に
は
承
知
で
き
な
い
と
返
答
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
隠
居
分
家
当
主
の
茂
市
は
自
分
の
悴
で
十
才
に
な
る
寅
之
助
を
永
－6－
島
本
家
の
相
続
人
に
し
、
定
五
郎
や
茂
市
ら
が
こ
れ
を
後
見
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
定
五
郎
の
記
録
に
は
「
茂
市
幷
市
郎
左
衛
門
・
伴
次
郎
殿
何
れ
も
寅
之
助
江
相
続
為
致
度
旨
心
体
之
様
子
ニ
御
座
候
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
は
寅
之
助
の
義
理
の
父
に
あ
た
る
脇
屋
市
郎
左
衛
門
や
林
守
で
あ
る
菅
野
も
賛
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
定
五
郎
の
伯
父
に
あ
た
る
安
房
国
長
狭
郡
天
津
村
清
兵
衛
（
七
代
目
勘
左
衛
門
道
但
の
三
男
で
天
津
村
渡
辺
家
の
養
子
と
な
る
）
は
、
寅
之
助
は
「
難
悪
病
筋
」
で
あ
る
と
反
対
し
た
。
親
類
を
中
心
に
、
定
五
郎
の
本
家
家
督
相
続
に
反
対
す
る
も
の
が
い
た
こ
と
、
定
五
郎
の
家
督
相
続
を
め
ぐ
っ
て
、
親
類
に
加
え
て
林
守
で
あ
る
菅
野
も
加
わ
り
、
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
八
日
の
話
し
合
い
が
ど
の
よ
う
に
決
着
し
た
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
翌
九
日
に
定
五
郎
は
前
原
町
輔
右
衛
門
と
と
も
に
天
津
村
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
十
日
に
は
岩
槻
藩
勝
浦
役
所
へ
お
礼
に
出
向
い
て
い
る
。
十
一
日
に
定
五
郎
は
帰
宅
す
る
が
、
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
菅
野
伴
次
郎
と
筒
森
村
組
頭
平
右
衛
門
・
長
次
郎
が
勝
浦
役
所
に
出
向
き
、
平
右
衛
門
・
長
次
郎
は
十
二
日
に
「
我
等
（
＝
定
五
郎
）
幷
茂
市
・
組
頭
不
残
御
召
状
」
を
持
参
し
て
村
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
十
三
日
に
定
五
郎
は
茂
市
・
組
頭
と
と
も
に
勝
浦
役
所
に
出
頭
し
、「
名
主
役
被
仰
付
幷
御
林
守
・
苗
字
帯
刀
御
免
、
勘
左
衛
門
与
改
名
」
し
た（８）。
本
家
の
家
督
相
続
が
領
主
に
よ
っ
て
正
式
に
認
可
さ
れ
、
定
五
郎
は
十
代
目
の
本
家
当
主
勘
左
衛
門
孝
友
（
天
保
七
年
か
ら
標
敬
と
改
名
す
る
が
、
本
稿
で
は
孝
友
と
記
す
）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
八
日
の
話
し
合
い
で
、
最
終
的
に
は
定
五
郎
に
よ
る
本
家
家
督
相
続
が
親
類
一
同
に
よ
っ
て
了
解
さ
れ
た
と
判
断
で
き
よ
う
。
孝
友
は
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
八
月
二
三
日
に
死
去
す
る
ま
で
、
名
主
お
よ
び
林
守
を
勤
め
続
け
た
。
定
五
郎
に
よ
る
永
島
本
家
家
督
相
続
が
了
解
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
定
五
郎
が
記
し
た
存
意
書
や
一
札
か
ら
み
る
と
、
岩
槻
藩
勝
浦
役
所
の
内
々
の
下
知
と
村
方
百
姓
の
意
向
と
が
大
き
く
影
響
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
岩
槻
藩
は
勝
之
助
の
遺
児
が
男
子
な
ら
ば
定
五
郎
ら
に
よ
る
後
見
も
可
能
だ
が
、「
女
子
之
儀
故
後
見
ニ
而
ハ
不
相
済
」、
定
五
郎
が
相
続
す
る
よ
う
下
知
し
た
。
ま
た
村
役
人
も
定
五
郎
に
よ
る
後
見
で
は
藩
の
許
可
が
出
な
い
が
、
定
五
郎
が
一
旦
家
督
を
相
続
し
た
後
に
勝
之
助
の
子
供
に
よ
る
「
跡
役
願
」
を
出
す
な
ら
藩
も
了
解
す
る
だ
ろ
う
と
判
断
し
、「
村
方
連
印
之
上
願
書
」
を
勝
浦
役
所
に
提
出
し
た（９）。
定
五
郎
が
、
事
前
に
藩
に
内
々
に
相
談
し
た
結
果
、
定
五
郎
が
相
続
人
と
な
る
こ
と
を
実
質
的
に
指
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
他
の
選
択
肢
の
可
能
性
は
な
く
、
村
方
も
そ
れ
が
最
良
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
藩
の
意
向
は
、
定
五
郎
に
と
っ
て
大
き
な
後
ろ
盾
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
い
よ
・
さ
だ
・
し
な
の
動
向
を
辿
る
と
表
の
よ
う
に
な
る
。
勘
左
衛
門
孝
友
は
勝
之
助
の
養
子
と
し
て
十
代
目
と
な
っ
た
た
め
、
い
よ
は
「
日
記
」
で
は
「
養
母
」・「
母
」
と
表
記
さ
れ
る
。
三
人
は
六
月
十
五
日
に
浜
荻
村
に
行
っ
て
以
降
、
翌
年
ま
で
、
か
な
り
の
頻
度
で
浜
荻
村
に
出
向
い
た
。
と
こ
ろ
が
文
政
十
一
年
六
月
に
入
り
い
よ
が
病
気
に
な
り
、
二
三
日
に
浜
荻
村
に
駕
籠
で
運
ば
れ
る
と
、
そ
の
後
い
よ
は
実
家
に
と
ど
ま
っ
た
。
八
月
八
日
に
は
亡
夫
勝
之
助
と
い
よ
と
の
離
縁
が
決
着
し
、
九
月
初
頭
に
は
い
よ
が
病
死
し
た
。
さ
だ
は
永
島
本
家
の
相
続
人
と
し
て
、
八
月
九
日
に
永
島
家
に
戻
っ
て
お
り
、
母
の
実
家
で
あ
る
浜
荻
村
七
郎
左
衛
門
家
で
は
な
く
永
島
家
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
次
女
し
な
は
筒
森
村
の
宗
門
帳
で
は
確
認
で
き
な
い
の
で
、
浜
荻
村
に
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う）（1
（
。
い
よ
の
離
縁
は
、
浜
荻
村
七
郎
左
衛
門
が
望
ん
だ
「
引
分
レ
」
の
実
現
か
と
思
わ
れ
る
が
、
最
終
的
に
七
郎
左
衛
門
の
手
許
に
は
、
し
な
一
人
が
残
さ
れ
た
。
２　
父
勘
左
衛
門
・
兄
勝
之
助
と
弟
定
五
郎
右
で
検
討
し
た
家
督
相
続
よ
り
は
時
期
的
に
遡
る
が
、
兄
勝
之
助
と
弟
定
五
郎
と
の
対
立
が
読
み
取
れ
る
父
勘
左
衛
門
道
教
の
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
こ
れ
を
掲
げ
る
。
［
史
料
１）（（
（
］
其
方
ゟ
先
達
而
差
出
候
書
面
を
以
兄
勝
之
助
方
相
尋
候
処
、
兄
申
候
者
兄
弟
迚
－7－
定
五
郎
ゟ
外
ニ
壱
人
茂
無
之
、
同
人
義
新
家
江
遣
シ
度
与
御
相
談
仕
候
者
彼
を
力
ニ
為
可
致
之
処
、
右
之
勘
弁
茂
無
之
万
端
不
心
懸
甚
安
心
難
仕
候
故
、
右
体
不
束
之
心
得
ニ
而
者
万
々
一
之
義
茂
在
之
候
節
者
家
名
ニ
拘
り
候
儀
茂
可
有
之
哉
与
存
、
其
方
事
在
ニ
無
甲
斐
不
束
も
の
与
悪
口
申
候
儀
ニ
而
、
全
弟
を
悪
ミ
候
儀
ニ
ハ
毛
頭
無
之
旨
申
之
、
兄
之
申
分
至
極
尤
之
事
ニ
候
、
其
方
心
得
方
不
宜
、
此
上
者
兄
江
詫
入
猶
手
習
学
文
等
出
情
可
致
事
ニ
候
、
兄
申
通
り
其
方
事
分
家
相
続
為
致
置
へ
く
与
申
儀
容
易
ニ
差
心
得
候
而
者
不
相
済
、
此
儀
得
与
思
慮
致
シ
何
事
茂
父
兄
之
申
儀
大
切
ニ
相
守
可
被
申
候
、
先
祖
兵
庫
公
ゟ
数
代
連
綿
血
脈
ヲ
以
相
続
致
シ
近
郷
迄
茂
敬
せ
ら
れ
難
有
事
ニ
候
、
我
等
者
病
身
之
上
老
衰
ニ
及
ひ
兄
茂
多
病
、
其
方
事
者
丈
夫
ニ
候
得
者
無
才
、
以
来
者
万
端
心
掛
万
々
一
当
家
大
事
ニ
及
ひ
候
義
茂
有
之
□
□
者
其
方
万
事
引
請
家
名
大
切
ニ
可
致
事
ニ
候
内
容
か
ら
、
宛
先
は
定
五
郎
、
時
期
は
定
五
郎
が
新
屋
の
養
子
と
な
る
文
政
四
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
新
屋
の
養
子
に
な
る
こ
と
を
知
っ
た
定
五
郎
が
そ
の
重
要
性
を
自
覚
し
な
い
た
め
、
兄
勝
之
助
が
「
甲
斐
な
き
不
束
も
の
」
と
悪
口
を
言
っ
た
こ
と
で
喧
嘩
に
で
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
父
勘
左
衛
門
道
教
は
定
五
郎
の
心
得
が
悪
い
の
で
、
兄
に
詫
び
て
「
手
習
い
・
学
文
」
に
出
精
す
る
よ
う
諭
し
て
い
る
。
勝
之
助
が
当
時
か
ら
病
弱
で
あ
っ
た
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。
［
史
料
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其
方
儀
新
屋
江
遣
候
而
も
農
業
不
相
成
暮
方
無
覚
束
段
、
且
亦
昨
夜
兄
無
情
口
上
故
行
末
之
儀
被
案
候
ニ
付
勘
弁
之
程
願
之
由
致
承
知
候
、
何
れ
ニ
も
其
方
行
末
難
儀
無
之
様
取
計
遣
可
申
候
間
致
安
心
親
之
申
意
ニ
随
ひ
居
可
申
候
、
此
節
者
我
等
も
耳
遠
兄
病
中
故
心
静
ニ
致
安
心
可
申
候
、
父
母
者
唯
其
病
を
う
り
や
う
、
将
亦
昨
夜
其
方
兄
江
対
し
何
と
申
候
得
者
右
様
無
慈
悲
之
口
上
ニ
候
哉
、
在
体
ニ
偽
な
く
書
付
ニ
而
可
被
申
候
、
追
而
兄
を
糺
し
可
申
与
存
候
、
取
急
候
ニ
者
及
ひ
不
申
候
、
以
上
年月日 日記記載内容
文政10年
 ６月15日
 ６月25日
閏６月27日
 ７月７日
 ７月28日
 ８月13日
 ８月26日
 ８月28日
 10月１日
 10月13日
 10月14日
 10月27日
 11月19日
 11月27日
養母いよ幷さだしな浜荻江行送り、甚助・善助・つる
浜荻よりおいよ・おしな帰宅
養母浜荻江行送り、甚助・せん
養母幷おさた・おしな帰ル
おさた浜荻江遣送り、甚助・つな
おさた迎、長十郎・つな浜荻江
浜荻より母迎之人馬来ル
母浜荻江おしな連行送り、甚助・せん
浜荻江おさた迎□甚助遣□□帰ル
養母浜荻江行、おさた・おしな同道、下女つる同断
送り甚助房州より帰ル
養母迎ニ浜荻江助次郎遣
浜荻江養母迎ニ長十郎遣ス
母浜荻より帰ル、おさだ・おしな同道
文政11年
 １月29日
 ３月16日
 ６月９日
 ６月23日
 ７月10日
 ７月17日
 ８月１日
 ８月８日
 ８月９日
 ９月５日
 ９月６日
 ９月14日
養母おいよ幷おさた・おしな浜荻江年始ニ行送り、長十郎・甚助・つな・せん
養母浜荻江行
養母病気ニ付浜荻江医者頼ニ助次郎遣ス
養母浜荻江駕籠ニ而行
我等儀浜荻ニ養母罷居病気ニ付見舞ニ行
我等儀病気見舞ニ浜荻江行
浜荻より使来ル
我等幷分家茂市同道ニ而浜荻江行、養母離縁一条片附
おさた召連我等帰宅
浜荻おいよとの病死之趣人来ル
おこと幷茂市浜荻江遣ス
我等浜荻江立寄り帰宅（前日清澄行、天津泊）
文政10年「日記」（永島家文書16-51）、文政11年「戌子年日記」（永島家文書16-48）より作成。
表　日記にみる永島家の動向
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五
月
十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
五
郎
殿
右
の
史
料
で
は
定
五
郎
が
新
屋
へ
養
子
に
行
っ
た
後
、
ま
だ
農
業
に
も
慣
れ
ず
生
活
が
安
定
し
な
い
段
階
で
兄
勝
之
助
と
口
論
を
起
こ
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
定
五
郎
は
文
政
五
年
十
一
月
六
日
に
安
房
国
長
狭
郡
細
野
村
佐
藤
家
の
娘
こ
と
と
結
婚
し
た）（1
（
の
で
、
そ
れ
以
前
の
文
政
五
年
五
月
の
史
料
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
二
一
才
で
新
屋
の
養
子
と
な
っ
た
定
五
郎
は
、
新
屋
の
生
業
に
注
力
せ
ず
、
ま
た
学
文
な
ど
に
も
励
ま
ず
、
分
家
の
養
子
と
な
る
こ
と
へ
の
強
い
反
発
を
抱
い
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
父
・
兄
は
、
そ
の
生
活
ぶ
り
を
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ず
、
い
ざ
と
い
う
時
に
永
島
本
家
を
相
続
す
る
こ
と
に
な
る
自
覚
を
持
つ
よ
う
促
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
節
で
触
れ
た
文
政
十
年
五
月
の
い
よ
宛
て
の
一
札
で
、
定
五
郎
は
「
御
両
親
様
幷
兄
様
存
命
之
時
被
仰
置
候
ニ
者
、
其
方
事
所
々
大
家
ゟ
所
望
有
之
、
是
非
聟
ニ
貰
度
又
者
養
子
ニ
貰
請
度
与
所
々
申
入
も
有
之
候
得
共
、
我
等
儀
者
病
身
、
殊
ニ
外
ニ
兄
弟
も
無
之
ニ
付
万
一
之
儀
茂
有
之
候
節
者
兄
ニ
成
代
り
当
家
大
切
ニ
守
護
可
致
旨
兼
々
被
仰
置
候
儀
」
と
記
し
、
永
島
本
家
相
続
の
使
命
感
を
露
わ
に
し
た
が
、
新
屋
の
養
子
と
な
っ
た
当
初
は
そ
う
し
た
自
覚
に
乏
し
い
と
父
・
兄
か
ら
は
み
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
定
五
郎
は
新
屋
の
当
主
と
な
っ
た
後
も
、
永
島
本
家
の
命
で
親
類
や
そ
の
他
の
諸
関
係
先
へ
使
い
と
し
て
出
向
い
て
お
り
、
濃
密
な
親
類
関
係
の
中
に
あ
っ
た
。
新
屋
の
当
主
と
し
て
の
生
活
を
経
る
中
で
、
村
政
の
知
識
・
技
能
も
身
に
つ
け
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
最
後
は
兄
勝
之
助
の
日
記
を
引
き
継
い
で
記
載
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
日
記
を
五
月
二
四
日
ま
で
書
き
続
け
る
こ
と
と
平
行
し
て
、
文
政
十
年
五
月
朔
日
か
ら
は
、
新
た
に
自
ら
の
日
記）（1
（
を
記
し
始
め
た
。
日
記
に
は
父
や
兄
と
同
じ
横
帳
を
用
い
、
記
載
方
法
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
永
島
本
家
を
相
続
す
る
矜
恃
が
垣
間
見
え
る
気
が
す
る
。
二　
永
島
家
の
分
家
相
続
１　
勝
之
助
長
女
さ
だ
の
嫁
入
り
次
に
、
九
代
目
勝
之
助
道
貫
の
長
女
さ
だ
の
そ
の
後
を
み
よ
う
。
定
五
郎
の
本
家
相
続
に
あ
た
っ
て
合
議
に
加
わ
っ
た
茂
市
が
隠
居
分
家
の
当
主
で
あ
り
、
相
続
人
の
候
補
で
あ
っ
た
寅
之
助
が
次
の
当
主
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
寅
之
助
に
嫁
し
た
の
が
さ
だ
で
あ
っ
た
。
勘
左
衛
門
孝
友
が
記
し
た
日
記）（1
（
か
ら
記
事
を
拾
う
と
、
勝
之
助
と
い
よ
の
離
縁
に
よ
っ
て
、
孝
友
や
さ
だ
と
浜
荻
村
七
郎
左
衛
門
と
の
関
係
が
途
絶
え
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
だ
は
文
政
十
二
年
七
月
二
六
日
、
九
月
四
日
、
文
政
十
三
年
六
月
十
四
日
と
浜
荻
村
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
た
び
に
一
定
期
間
は
浜
荻
村
に
滞
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
文
政
十
二
年
九
月
四
日
に
は
、
孝
友
が
さ
だ
の
妹
し
な
の
「
七
ツ
祝
儀
」
を
持
参
し
て
浜
荻
村
に
行
っ
た
こ
と
、
文
政
十
三
年
六
月
二
〇
日
に
は
七
郎
左
衛
門
が
悴
文
次
郎
を
連
れ
て
、
江
戸
か
ら
帰
る
途
中
に
永
島
家
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
同
年
九
月
九
日
に
は
「
我
等
儀
お
さ
た
・
お
て
る
同
道
ニ
而
大
田
代
神
事
ニ
行
、
同
日
帰
ル
」
と
あ
り
、
孝
友
が
妹
さ
だ
と
娘
て
る
を
大
田
代
村
の
神
事
に
連
れ
て
行
っ
た
様
子
も
み
え
る
。
さ
だ
は
て
る
と
と
も
に
永
島
家
で
養
育
さ
れ
、
母
の
実
家
で
あ
る
浜
荻
村
七
郎
左
衛
門
と
の
関
係
も
維
持
し
た）（1
（
。
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
二
月
二
三
日
に
孝
友
は
、
さ
だ
（
十
四
才
）・
て
る
（
九
才
）
と
供
の
菊
蔵
を
連
れ
て
成
田
参
詣
に
出
か
け
た
。
そ
し
て
成
田
か
ら
江
戸
へ
至
り
、
二
月
二
六
日
に
は
「
江
戸
本
郷
御
弓
町
酒
井
様
御
内
脇
屋
民
右
衛
門
殿
方
」
に
到
着
す
る
。
こ
の
酒
井
家
と
は
、
市
原
郡
で
二
三
〇
〇
石
の
所
領
を
支
配
し
た
旗
本
酒
井
兵
庫
助
と
考
え
ら
れ）（1
（
、
ま
た
脇
屋
民
右
衛
門
は
伯
父
と
記
載
さ
れ
る
の
で
、
本
郷
村
脇
屋
市
郎
左
衛
門
家
の
一
員
で
あ
ろ
う
。
旗
本
酒
井
家
は
本
郷
村
を
支
配
し
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
脇
屋
民
右
衛
門
は
酒
井
家
に
奉
公
し
、
江
戸
屋
敷
に
居
住
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
後
孝
友
は
岩
槻
藩
江
戸
屋
敷
に
挨
拶
に
出
向
い
た
後
、
子
供
を
－9－
連
れ
て
各
地
を
参
詣
し
て
し
ば
ら
く
江
戸
に
滞
在
し
た
。
そ
し
て
三
月
十
日
に
江
戸
を
出
立
す
る
が
、
そ
の
際
に
「
お
さ
た
儀
者
本
郷
伯
父
方
江
頼
置
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
酒
井
家
屋
敷
に
さ
だ
を
預
け
る
こ
と
に
し
た
。
翌
年
七
月
三
日
の
日
記
に
は
、
江
戸
か
ら
筒
森
村
に
戻
っ
た
久
左
衛
門
か
ら
「
本
郷
御
屋
敷
脇
屋
氏
幷
お
さ
だ
儀
随
分
御
無
事
之
よ
し
」
を
聞
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
の
で
、
さ
だ
は
そ
の
後
も
村
に
は
戻
ら
ず
、
江
戸
屋
敷
に
滞
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
月
が
武
家
屋
敷
奉
公
の
契
約
時
期
で
あ
る
こ
と）（1
（
を
想
起
す
る
と
、
脇
屋
を
介
し
て
さ
だ
に
武
家
屋
敷
奉
公
を
さ
せ
、
嫁
入
り
準
備
の
た
め
に
生
活
習
慣
を
含
め
た
高
等
教
育
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
翌
天
保
五
年
か
ら
、
さ
だ
は
幕
府
の
作
事
奉
行
で
あ
っ
た
神
尾
備
中
守
（
元
孝）（1
（
）
の
屋
敷
で
奉
公
す
る
よ
う
に
な
る
。
孝
友
の
日
記
の
四
月
十
四
日
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
［
史
料
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出
津
村
深
井
お
さ
き
と
の
来
ル
、
お
さ
た
事
お
梅
与
改
名
、
築
地
神
尾
備
中
守
様
江
御
奉
公
ニ
住
、
但
お
さ
き
と
の
之
世
話
を
以
相
住
候
、
お
さ
き
と
の
儀
出
府
い
た
し
厚
世
話
い
た
し
呉
候
、
又
々
着
類
等
入
用
ニ
付
調
ニ
行
呉
候
様
相
頼
申
候
、
我
等
事
も
出
府
い
た
し
へ
き
処
御
取
締
御
用
繁
多
ニ
付
出
兼
候
上
総
国
市
原
郡
出
津
村
さ
き
が
旗
本
神
尾
家
と
い
か
な
る
関
係
を
有
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
出
津
村
と
江
戸
と
を
行
き
来
し
て
奉
公
を
仲
介
し
、
さ
だ
＝
梅
が
屋
敷
奉
公
で
必
要
と
す
る
着
物
な
ど
を
調
達
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
き
自
身
も
か
つ
て
江
戸
奉
公
の
経
験
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
天
保
六
年
も
さ
だ
は
神
尾
家
に
奉
公
し
た
。
［
史
料
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我
等
儀
出
津
村
深
井
お
さ
き
と
の
方
江
行
、
江
戸
表
神
尾
備
中
守
様
御
屋
敷
ニ
罷
居
候
姪
梅
儀
、
当
年
も
差
置
度
間
世
話
い
た
し
呉
候
様
相
頼
候
処
、
お
さ
き
と
の
出
府
致
呉
候
積
ニ
有
之
、
則
金
□
□
弐
分
同
人
江
相
渡
候
右
は
天
保
六
年
二
月
九
日
の
記
事
で
あ
り
、
孝
友
が
出
津
村
に
出
向
い
て
さ
き
に
さ
だ
の
奉
公
継
続
を
頼
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
さ
だ
＝
梅
を
、
宗
門
帳
な
ど
と
は
異
な
り
血
縁
関
係
に
従
い
「
姪
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
三
月
十
六
日
に
江
戸
の
さ
だ
が
「
不
快
」
で
あ
る
と
の
手
紙
が
届
い
た
た
め
、
孝
友
は
急
遽
江
戸
に
出
向
き
、
十
九
日
に
は
酒
井
家
屋
敷
の
伯
父
脇
屋
民
右
衛
門
の
と
こ
ろ
に
到
着
、
翌
日
「
築
地
神
尾
備
中
守
様
奥
ニ
罷
居
候
妹
方
」
へ
行
き
、
足
に
で
き
た
瘡
が
快
方
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
屋
敷
に
は
出
津
村
さ
き
も
事
前
に
来
て
い
た
。
そ
の
ま
ま
さ
だ
は
神
尾
家
で
の
武
家
奉
公
を
続
け
た
。
八
月
に
江
戸
に
滞
在
し
た
際
に
も
孝
友
は
さ
だ
の
も
と
を
訪
れ
、「
同
人
義
至
極
丈
夫
ニ
而
相
勤
」
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
天
保
七
年
二
月
に
ま
た
も
成
田
参
詣
か
ら
江
戸
に
出
向
き
、
二
二
日
に
「
神
尾
様
江
罷
出
、
姪
儀
当
年
国
元
江
為
引
候
積
申
上
」
げ
、
そ
の
ま
ま
さ
だ
と
出
津
村
さ
き
を
連
れ
て
日
本
橋
白
木
屋
で
買
物
を
し
た
。
そ
し
て
孝
友
は
二
七
日
に
「
姪
同
道
江
戸
出
立
」
し
て
二
九
日
に
帰
宅
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
さ
だ
は
、
天
保
三
年
三
月
か
ら
二
年
間
旗
本
酒
井
家
で
、
天
保
五
年
三
月
か
ら
二
年
間
旗
本
神
尾
家
で
、
合
計
四
年
間
の
武
家
奉
公
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
帰
宅
後
の
さ
だ
の
動
向
と
し
て
は
、
三
月
八
日
に
黒
川
村
伊
兵
衛
母
が
会
い
に
来
る
、
六
月
十
五
日
に
浜
荻
村
に
行
く
、
翌
天
保
八
年
二
月
二
〇
日
に
本
郷
村
脇
屋
家
へ
茂
市
と
と
も
に
行
く
（
さ
だ
は
そ
の
ま
ま
一
月
ほ
ど
本
郷
村
に
滞
在
）、
八
月
十
六
日
に
孝
友
妻
こ
と
、
悴
松
次
郎
、
娘
て
る
、
き
く
、
天
津
村
み
さ
、
茂
市
他
下
男
ら
と
上
総
国
夷
隅
郡
庄
司
村
の
鬼
子
母
神
開
帳
に
行
く
、
と
い
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。そ
し
て
天
保
八
年
十
二
月
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
日
記
に
現
れ
る
。
［
史
料
５
］
	
	（
十
二
月
十
九
日
）
本
郷
伯
父
幷
天
津
伯
父
入
来
、
お
さ
た
義
茂
市
方
江
娵
ニ
遣
候
相
談
有
之
取
極
候
－10－
	
	（
十
二
月
二
〇
日
）
両
所
伯
父
方
立
会
取
定
左
之
通
、
お
さ
た
小
遣
金
三
両
宛
年
々
此
方
ゟ
遣
し
候
積
、
猶
又
扶
持
方
手
当
字
北
ノ
原
う
し
ど
田
地
不
残
幷
我
等
買
添
田
地
利
右
衛
門
田
成
相
添
差
遣
し
候
積
、
お
さ
た
熟
縁
之
上
ハ
田
地
引
渡
可
申
事
、
当
時
之
内
ハ
入
附
米
相
渡
候
積
取
極
候
、
両
伯
父
帰
ル
、
夜
ニ
入
村
方
組
頭
共
幷
近
所
之
も
の
相
招
茂
市
方
ゟ
結
納
ニ
来
候
、
酒
振
舞
い
た
し
候
	
	（
十
二
月
二
七
日
）
お
さ
た
義
茂
市
悴
友
之
助
妻
ニ
遣
候
、
目
出
度
婚
礼
相
整
候
本
郷
村
の
伯
父
と
は
脇
屋
民
右
衛
門
で
あ
ろ
う）11
（
。
脇
屋
と
天
津
村
清
兵
衛
と
が
話
し
合
い
に
加
わ
り
、
さ
だ
を
茂
市
悴
寅
之
助
の
嫁
と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
さ
だ
に
聟
を
迎
え
て
次
の
永
島
本
家
を
継
ぐ
と
い
う
約
束
を
反
故
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
毎
年
の
小
遣
金
や
作
徳
米
を
取
得
で
き
る
田
地
（
最
初
は
作
徳
米
を
渡
す
の
み
）
を
さ
だ
に
渡
し
て
、
生
活
に
不
自
由
が
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
十
二
月
二
〇
日
に
結
納
、
二
七
日
に
婚
礼
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
婚
に
、
さ
だ
が
ど
の
よ
う
な
感
慨
を
抱
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
右
で
み
た
さ
だ
の
四
年
間
に
わ
た
る
江
戸
で
の
武
家
屋
敷
奉
公
は
村
に
戻
っ
て
婚
礼
を
挙
げ
る
ま
で
を
含
め
て
、「
上
層
農
家
の
子
女
た
ち
が
た
ど
る
、
典
型
的
な
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
」
で
あ
り
、「
奉
公
に
よ
っ
て
身
に
つ
く
武
家
屋
敷
で
の
生
活
習
慣
と
、
江
戸
の
都
市
文
化
の
香
り
は）1（
（
」、
実
母
や
妹
と
離
れ
て
永
島
家
で
暮
ら
し
た
さ
だ
に
は
新
鮮
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
後
の
さ
だ
は
系
図
に
あ
る
よ
う
に
、
寅
之
助
と
の
間
に
勝
太
郎
（
＋
他
に
男
子
二
人
）
を
生
み
維
新
期
を
迎
え
た）11
（
。
さ
だ
が
結
婚
す
る
少
し
前
、
天
保
八
年
十
二
月
一
日
に
、
天
保
四
年
に
生
ま
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
孝
友
の
男
子
松
次
郎
の
「
袴
着
祝
」
が
行
わ
れ
た
。
天
保
二
年
に
生
ま
れ
た
孝
友
の
長
男
は
半
年
に
も
満
た
ず
に
死
去
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
比
べ
次
男
で
あ
る
松
次
郎
が
五
才
に
な
り
、
こ
う
し
た
儀
式
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
さ
だ
の
聟
養
子
に
本
家
家
督
を
譲
ら
な
い
こ
と
（
つ
ま
り
家
督
を
孝
友
の
男
子
に
譲
る
こ
と
）
を
決
め
た
契
機
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
松
次
郎
が
永
島
本
家
十
一
代
目
順
司
（
の
ち
勘
左
衛
門
と
改
名
）
標
義
と
な
る
。
２　
新
屋
の
養
子
相
続
最
後
に
定
五
郎
が
養
子
と
な
っ
た
新
屋
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
史
料
的
に
は
宗
門
人
別
帳
か
ら
復
元
す
る
し
か
な
い
が）11
（
、
兵
右
衛
門
（
＝
庄
兵
衛
）
の
娘
は
る
が
幸
右
衛
門
（
の
ち
兵
右
衛
門
と
改
名
）
の
妻
と
し
て
宗
門
帳
に
登
録
さ
れ
る
の
は
、
寛
延
四
（
一
七
五
一
）
年
で
あ
る
。
兵
右
衛
門
六
四
才
、
幸
右
衛
門
二
二
才
、
は
る
十
九
才
で
あ
っ
た
。
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
に
は
兵
右
衛
門
が
隠
居
、
幸
右
衛
門
が
当
主
と
な
る
が
、
宝
暦
十
一
年
に
娘
む
め
を
残
し
て
亡
く
な
る
。
そ
の
た
め
翌
年
か
ら
隠
居
し
て
い
た
庄
兵
衛
（
＝
兵
右
衛
門
）
が
再
度
当
主
と
な
り
（
七
五
才
）、
明
和
九
（
一
七
七
二
）
年
に
八
四
才
で
亡
く
な
る
ま
で
当
主
で
あ
っ
た
。
娘
は
る
は
明
和
五
年
に
は
亡
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
、
庄
兵
衛
は
妻
と
孫
む
め
と
の
三
人
暮
ら
し
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
庄
兵
衛
の
妻
も
明
和
九
年
に
亡
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
、
翌
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
の
宗
門
人
別
帳
で
は
、
む
め
（
十
七
才
）
が
家
主
と
な
り
、
幸
右
衛
門
母
く
め
を
引
き
取
っ
て
同
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
安
永
五
年
か
ら
は
久
右
衛
門
を
聟
に
迎
え
た
が
、
子
供
も
で
き
な
い
ま
ま
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
に
久
右
衛
門
も
死
去
、
翌
年
か
ら
は
久
右
衛
門
後
家
む
め
が
再
度
当
主
と
な
る
。
こ
れ
を
解
消
し
た
の
が
、
本
家
七
代
目
永
島
勘
左
衛
門
道
但
の
次
男
増
蔵
を
養
子
に
迎
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
寛
政
四
年
の
宗
門
人
別
帳
で
は
増
蔵
（
二
六
才
）
が
当
主
、
む
め
（
三
六
才
）
は
母
と
記
載
さ
れ
た
。
増
蔵
（
兵
右
衛
門
と
改
名
）
は
三
人
の
女
性
と
結
婚
す
る
も
子
供
は
で
き
ず
、
文
政
四
年
に
甥
に
あ
た
る
定
五
郎
を
養
子
に
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
文
政
七
年
の
宗
門
人
別
帳
で
は
増
蔵
は
亡
く
な
っ
て
お
り
、
当
主
定
五
郎
（
二
四
才
）、
妻
こ
と
（
二
三
才
）、
母
か
つ
（
四
七
才
）、
祖
母
む
め
（
六
九
才
）
が
記
載
さ
れ
る
。
翌
年
の
宗
門
人
別
帳
に
は
娘
て
る
（
二
才
）
も
加
わ
っ
た
。
む
め
に
し
て
み
れ
ば
、
曽
孫
も
生
ま
れ
よ
う
や
く
家
の
安
定
的
な
存
続
が
み
え
て
き
た
矢
先
に
、
本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
定
五
郎
が
本
家
の
家
督
を
相
続
し
て
、
家
族
ご
と
本
家
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
文
政
十
年
以
降
の
宗
門
人
別
帳
に
は
「
永
嶋
勘
左
衛
門
兼
帯
」
と
肩
書
き
－11－
さ
れ
た
む
め
が
、
当
主
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
実
質
的
な
家
産
は
孝
友
が
差
配
）。
祖
母
む
め
は
そ
の
ま
ま
新
屋
で
暮
ら
し
た
た
め
、
孝
友
は
妻
こ
と
を
「
新
屋
江
置
」
き
、
男
女
奉
公
人
を
雇
っ
て
む
め
の
生
活
を
支
え
た）11
（
。
さ
だ
が
隠
居
分
家
の
嫁
に
決
ま
り
、
松
次
郎
が
次
の
本
家
当
主
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
で
き
た
た
め
か
、
孝
友
は
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
か
ら
娘
て
る
の
聟
養
子
を
探
し
始
め
る
。
四
月
十
九
日
に
上
総
国
夷
隅
郡
苅
谷
村
鈴
木
半
蔵
か
ら
、
依
頼
中
の
松
丸
家
か
ら
の
婿
に
つ
い
て
「
有
増
整
」
っ
た
と
連
絡
が
あ
っ
た
。
四
月
二
七
日
に
は
分
家
茂
市
に
苅
谷
村
ま
で
行
っ
て
も
ら
い
、
茂
市
が
鈴
木
半
蔵
ら
を
同
道
し
て
、
松
丸
三
郎
左
衛
門
と
面
談
。
松
丸
は
悴
栄
司
を
聟
に
出
す
こ
と
を
了
解
し
、
六
月
中
に
結
納
を
行
う
こ
と
で
合
意
し
た
。
し
か
し
六
月
に
な
っ
て
、
こ
の
人
物
が
十
九
才
で
「
て
る
与
四
ツ
目
十
目
ニ
当
り
」
宜
し
く
な
い
こ
と
が
判
明
し
て
破
談
に
な
っ
た
。
そ
の
後
は
日
記
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
ど
ち
ら
が
先
か
は
わ
か
ら
な
い
が
天
保
十
一
年
に
、
て
る
は
良
輔
を
聟
に
迎
え
、
む
め
は
八
四
才
で
亡
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
良
輔
と
て
る
が
新
屋
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
む
め
に
と
っ
て
は
よ
う
や
く
戻
っ
て
き
た
曽
孫
が
婿
養
子
を
迎
え
て
家
を
継
い
で
く
れ
る
こ
と
で
、
男
性
に
家
督
を
譲
る
時
が
来
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
て
る
よ
り
八
才
年
上
の
良
輔
は
、
上
総
国
市
原
郡
山
田
久
保
村
か
ら
聟
に
き
た
よ
う
で
あ
る）11
（
。
た
だ
し
良
輔
と
て
る
は
天
保
十
四
年
ま
で
は
本
家
に
同
居
し
、
家
の
経
営
も
孝
友
が
代
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
孝
友
は
天
保
十
四
年
に
な
っ
て
、
新
屋
の
家
督
を
継
い
だ
文
政
七
年
か
ら
の
財
産
、
必
要
経
費
な
ど
を
計
算
し
て
、「
新
家
相
続
人
夫
婦
江
」
渡
す
べ
き
財
産
を
書
き
上
げ
た
帳
簿
を
作
成
し
、
良
輔
に
渡
し
た）11
（
。
こ
の
帳
簿
に
孝
友
は
、
新
屋
の
居
宅
を
新
規
に
建
て
直
す
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
良
輔
夫
婦
が
現
在
の
建
物
を
修
繕
し
て
五
～
七
年
ほ
ど
住
み
、
そ
の
上
で
新
築
し
た
い
と
希
望
し
た
の
を
受
け
て
、
馬
屋
と
雪
隠
は
新
規
に
造
立
し
、
家
屋
は
修
繕
す
る
こ
と
で
、
天
保
十
四
年
の
年
末
か
ら
住
居
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
通
り
で
あ
れ
ば
、
天
保
十
四
年
の
年
末
か
ら
、
良
輔
夫
婦
は
新
屋
で
新
生
活
を
始
め
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
て
る
は
虎
次
郎
、
幸
吉
、
大
次
郎
と
い
う
三
人
の
男
子
を
生
ん
だ
が
、
嘉
永
四
（
一
八
五
〇
）
年
一
月
十
四
日
に
亡
く
な
っ
た）11
（
。
良
輔
は
そ
の
後
か
ん
と
再
婚
し
て
、
さ
ら
に
多
く
の
子
供
を
育
て
て
維
新
期
を
迎
え
た
。
ま
と
め
に
か
え
て
本
稿
で
は
、
筒
森
村
の
名
主
で
あ
り
林
守
で
も
あ
っ
た
永
島
勘
左
衛
門
孝
友
の
本
家
家
督
相
続
と
、
そ
れ
に
随
伴
す
る
分
家
の
嫁
入
り
お
よ
び
養
子
相
続
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
新
屋
と
い
う
分
家
に
養
子
に
入
り
、
家
族
を
形
成
し
た
孝
友
が
急
に
本
家
を
相
続
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
本
来
本
家
を
相
続
す
る
予
定
で
あ
っ
た
兄
の
娘
さ
だ
が
隠
居
分
家
の
嫁
と
な
り
、
ま
た
孝
友
の
娘
て
る
が
聟
を
迎
え
て
改
め
て
新
屋
の
養
子
と
な
っ
た
、
そ
の
過
程
を
史
料
に
も
と
づ
き
描
写
し
た
。
て
る
や
代
々
の
永
島
本
家
の
娘
が
武
家
屋
敷
奉
公
に
出
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
さ
だ
が
江
戸
で
武
家
奉
公
に
従
事
し
た
の
は
、
さ
だ
に
対
す
る
孝
友
の
一
定
の
配
慮
、
本
家
相
続
の
約
束
を
反
故
に
す
る
こ
と
へ
の
自
責
の
念
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
詳
細
は
読
み
取
れ
な
い
。
こ
う
し
て
さ
だ
に
武
家
奉
公
と
い
う
経
験
を
さ
せ
、
ま
た
新
屋
も
含
め
て
手
厚
い
財
産
分
与
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
永
島
家
が
上
層
百
姓
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
分
家
二
家
の
炭
木
山
売
却
が
本
家
に
よ
っ
て
一
括
し
て
行
わ
れ
る）11
（
な
ど
、
親
類
関
係
は
経
営
面
に
も
お
よ
ん
だ
。
周
辺
村
と
の
地
主
小
作
関
係
な
ど
を
含
め
て
永
島
家
の
経
営
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
、
地
域
社
会
に
お
け
る
林
守
の
あ
り
よ
う
を
復
元
し
て
い
く
作
業
を
す
す
め
た
い
。
注
（
１
）		
拙
稿
「
十
八
世
紀
中
期
岩
槻
藩
房
総
分
領
に
お
け
る
堅
炭
生
産
の
構
造
」
後
藤
雅
知
・
吉
田
伸
之
編
『
山
里
の
社
会
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
所
収
、
他
。
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（
２
）		
大
多
喜
町
筒
森
永
島
家
文
書
一
九
－
二
〇
。
以
下
永
島
家
文
書
に
つ
い
て
は
番
号
の
み
記
す
。
（
３
）		
大
藤
修
『
近
世
農
民
と
家
・
村
・
国
家
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
。
（
４
）		
文
政
八
年
「
日
記
」（
一
二
－
四
九
）。
こ
の
日
記
は
文
政
十
年
五
月
二
四
日
ま
で
書
き
継
が
れ
る
。
（
５
）		
文
政
四
年
「
日
記
帳
」（
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
架
蔵
写
真
版
永
島
家
文
書
二
五
）。
（
６
）		
注
４
に
同
じ
。
（
７
）		
文
政
十
年
「（
家
督
相
続
に
付
覚
書
）」（
九
－
一
一
三
－
一
）、
史
料
中
の
括
弧
内
は
筆
者
が
補
っ
た
。
以
下
、
親
類
間
で
の
や
り
と
り
は
こ
の
史
料
に
も
と
づ
く
。
（
８
）		
注
４
に
同
じ
。
（
９
）		
注
７
に
同
じ
。
（
10
）		
文
政
十
年
五
月
「
宗
旨
御
改
人
別
帳
」（
一
二
－
三
五
）
で
は
、
戸
主
永
島
勘
左
衛
門
（
二
七
才
）
の
も
と
に
、
妻
こ
と
（
二
五
才
）、
養
母
い
よ
（
二
六
才
）、
妹
さ
だ
（
九
才
）、
妹
し
な
（
五
才
）、
娘
て
る
（
四
才
）
が
記
載
さ
れ
る
が
、
文
政
十
二
年
「
宗
旨
御
改
人
別
帳
」（
三
〇
－
一
二
）
で
は
、
永
島
勘
左
衛
門
・
こ
と
・
さ
だ
・
て
る
の
四
名
し
か
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
し
な
が
浜
荻
村
七
郎
左
衛
門
の
も
と
に
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
い
よ
の
離
別
を
契
機
に
、
し
な
の
人
別
も
永
島
家
か
ら
除
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
11
）		
二
六
－
一
七
－
一
。
写
と
考
え
ら
れ
る
。
（
12
）		
二
六
－
一
七
－
二
。
（
13
）		
文
政
五
年
「
婚
礼
諸
色
控
之
帳
」（
二
九
－
一
三
八
）。
（
14
）		
文
政
十
年
「
日
記
」（
一
六
－
五
一
）。
（
15
）		
以
下
、
本
節
で
の
記
述
は
、
文
政
十
一
年
「
戌
子
年
日
記
」（
一
六
－
四
八
）、
文
政
十
三
年
「
日
記
」（
一
二
－
五
〇
）、
天
保
二
年
「
日
記
」（
二
八
－
一
六
）、
天
保
三
年
「
日
記
帳
」（
二
八
－
一
五
）、
同
年
「
当
座
日
記
帳
」（
一
七
－
三
二
）、
天
保
五
年
「
日
記
帳
」（
一
二
－
四
六
）、
天
保
六
年
「
天
保
六
乙
未
年
中
日
記
」（
一
二
－
四
四
）、
天
保
七
年
「
天
保
七
丙
申
年
中
日
記
」（
二
八
－
一
一
）、
天
保
八
年
「
天
保
八
丁
酉
年
日
記
帳
」（
一
六
－
五
〇
）
に
よ
る
。
（
16
）		
孝
友
の
妻
こ
と
お
よ
び
長
女
て
る
他
の
子
供
は
、
さ
だ
の
母
で
あ
る
い
よ
の
死
後
は
、
浜
荻
村
七
郎
左
衛
門
家
と
の
交
流
は
確
認
で
き
な
い
。
一
方
で
こ
と
と
て
る
ら
子
供
た
ち
は
、
こ
と
の
実
家
で
あ
る
細
野
村
佐
藤
家
に
は
頻
繁
に
赴
い
た
。
代
替
わ
り
に
よ
っ
て
付
合
い
先
が
大
き
く
変
化
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
（
17
）		
元
禄
十
年
か
ら
本
郷
村
を
支
配
し
た
の
が
酒
井
忠
穏
（『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
二
、
四
二
頁
）
で
あ
り
、
そ
の
子
孫
で
あ
る
酒
井
兵
庫
助
が
天
保
期
に
所
領
で
あ
る
市
原
郡
の
村
々
を
支
配
し
た
（『
市
原
市
史
』
資
料
集
（
近
世
編
３
上
）
五
一
七
～
五
一
八
頁
）
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
小
川
恭
一
編
『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
三
、
東
洋
書
林
、
一
九
九
七
年
、
一
一
九
一
頁
で
、
屋
敷
が
本
郷
御
弓
町
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
18
）		
大
口
勇
次
郎
「
女
性
の
武
家
奉
公
」
総
合
女
性
史
学
会
他
編
『
女
性
労
働
の
日
本
史
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
。
（
19
）		
『
大
日
本
近
世
史
料　
柳
営
補
任
』
二
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
三
年
。
『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
二
、
九
二
九
頁
で
、
神
尾
家
の
屋
敷
が
築
地
に
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
（
20
）		
天
保
八
年
四
月
十
五
日
に
「
本
郷
村
伯
父
民
右
衛
門
様
幷
お
し
ま
と
の
」
が
永
島
家
を
訪
問
し
た
こ
と
、
九
月
十
八
日
に
脇
屋
市
郎
左
衛
門
が
病
死
し
た
こ
と
か
ら
、
本
郷
村
の
伯
父
と
は
江
戸
か
ら
戻
っ
て
い
た
脇
屋
民
右
衛
門
と
考
え
ら
れ
る
。
（
21
）		
大
口
勇
次
郎
『
江
戸
城
大
奥
を
め
ざ
す
村
の
娘
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
第
一
章
。
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（
22
）		
慶
応
四
年
「
宗
旨
御
改
人
別
帳
」（
一
八
－
九
）。
孝
友
が
亡
く
な
っ
た
翌
々
年
の
嘉
永
三
年
か
ら
さ
だ
は
さ
き
と
改
名
し
た
。
改
名
し
た
際
の
宗
門
帳
（
三
〇
－
一
八
）
に
は
「
此
儀
差
合
ニ
付
可
心
得
事
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
以
後
は
さ
き
と
記
さ
れ
る
。
（
23
）		
永
島
家
文
書
に
は
元
文
五
年
か
ら
明
治
四
年
ま
で
の
宗
門
人
別
帳
が
、
ほ
ぼ
残
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
記
述
お
よ
び
系
図
作
成
に
は
こ
れ
を
利
用
し
た
。
（
24
）		
天
保
十
四
年
「
永
嶋
分
地
新
家
分
諸
勘
定
仕
分
帳
」（
二
九
－
一
〇
八
）。
（
25
）		
天
保
十
二
年
に
良
輔
が
山
田
久
保
村
に
年
礼
に
行
き
、
そ
の
ま
ま
逗
留
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
定
。
天
保
十
二
年
「
日
記
帳
」（
七
－
五
八
－
一
三
）。
（
26
）		
注
24
に
同
じ
。
（
27
）		
注
２
に
同
じ
。
（
28
）		
拙
稿
「
近
世
後
期
百
姓
持
山
に
お
け
る
炭
生
産
の
構
造
」『
歴
史
科
学
と
教
育
』
二
八
・
二
九
合
併
号
、
二
〇
一
二
年
。
［
付
記
］
　
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（19 H
01298
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
ご
と
う
ま
さ
と
し　
本
学
文
学
部
教
授
）
